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櫻井類《Moist Meteor》ミクストメディア、サイズ可変（2024）

いま此処で生きているような絵が描きたくて、絵画の肉体ということを思い始めた。そのせいで絵は壁から離れて空間の宙に、
波打ちながら浮かんでいたりする。本当は吊るされているのだが、そのどちらとして見てもいいと思う、作品として生命力が
あればいい。
ともあれ壁から離すという選択をすることで点と点がつながってきた。絵の表面に穴が空く、紐が絵の具のストロークのよう
に延びる、作品自らの重みで姿が変わりもする、重力。そして光は波打つ表面に反射し、あるいは壁に様々な影を描く。空気
につられて揺れるビニール、時間と空間を巡る私たちの身体。
実はこの作品タイトルの真意を知らない。この英語がとつぜん目に飛び込んできて『おもしろい言葉だ！』と思った。しかし
何のことは無い、「moist meter（湿度計）」を読み間違えたのでした。私は美しく深まる誤解を愛する。

高田マル《アンナ》絵、壁、床、鉛筆、サイズ可変（2024）

B5 サイズのノートに描いた日記の絵を会場に大きくプロジェクションし、何度も何度もなぞり描いていくと、かつて日記とし
て描いていたときの私は遠ざかってかたちだけが残り、あなたがやって来る。会期中も奥へ奥へ進んでいく本作を最初に読み
取ったのはスマホのカメラ機能だった。線の塊を文字認識で「アンナ」と主張した。私はアンナなど知らない。でもそう読ま
れたのだ。
絵を描く行為だけは、いつまでもどこまでも個人のものだ。しかし絵は世界にさらされ変容していく。これはある 1 人のひと
が大きな物語にのみこまれていくことと似ている。絵をめぐる出来事は、ある 1 人のひとから始まって、その人を忘れたとき
大きく展開していく。それは善いことでも悪いことでもなく、ただ起こり続けるのだ。

大上巧真《rust red》石膏、赤土、麻、木、サイズ可変（2024）

不必要に、過剰に行われる模倣は学習と近いのではないだろうか。
私は、ビジュアルや仕組みなどを模倣することで、個人的な知識を蓄えられないか探っている。そして、それは文明の発達、
近代化で見えにくいものとなったのではないだろうか。言語が内側に加速しながら収束に向かう今、さまざまな生き物や考古
学、個人的な体験などさまざまな観点から、新たな知識体系を探していく。

本作では南米に生息するハキリアリの巣を参考に構想を練った。
彼らは葉を巣の中に持ち帰り、その葉からキノコを育て、それを餌に巨大なコロニーを作る。自分達よりはるかに大きい巣を
独自の方法で保ち発展させるが、女王蟻の死と共にその巨大なコロニーは滅びる。
私は、なんとなく人の文明にも似たところがあると思い、今回真似するに至った。
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